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「家畜衛生学雑誌」第49巻第 2号の送付にあたって

会員の皆様におかれましては，ますますご清栄のこととお慶び申し上げます．ここに，「家畜衛生学雑誌」第49巻
第 2 号を刊行する運びとなりました．本号では，原著論文 1 編を掲載しています．

本誌では，原著論文・短報以外にも，総説，数ページ程度のミニレビュー，技術資料等の原稿を受け付けておりま
すので，会員の皆様の積極的なご投稿をよろしくお願い致します．ご不明な点は遠慮なく編集委員会事務局へお問い
合わせください．

日本家畜衛生学会　理事長　　　河合一洋
家畜衛生学雑誌　編集委員長　　長井　誠

�

日本家畜衛生学会・学会費納入のお願い
ご承知のように，学会は会員の皆様からの会費をもって運営されております．学会の運営を円滑に運ぶために，所

定の会費を納入していただきますようお願い致します．
＊会費は，正会員5,000円です．
＊平成27年度までの未納分をお支払いいただく場合，正会員年会費は4,000円です．

日本家畜衛生学会　理事長　　河合一洋
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（ご注意）
・この用紙は、機械で処理します
ので、口座番号及び金額を記入す
る際は、枠内にはっきりと記入し
てください。
　また、本票を汚したり、折り曲
げたりしないでください。

・この払込請求書を郵便局の派遣
員にお預けになるときは、引換え
に預り証を必ずお受け取りください。

　この受領証は、郵便振替の払込
みの証拠となるものですから大切
に保存してください。 この払込取扱票の裏面には、何も記載しないでください。
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ホルスタイン種搾乳牛の乳房の深さと身体モニタリング値， 
乳量および乳質との関係

久枝啓一 1 ）＊・前谷布美 1 ）・後藤　聡 2 ）・井上陽一 2 ）

Relationship between udder depth and body monitoring values, milk yield, and 
milk quality in Holstein milking cows

Keiichi�Hisaeda�1）＊ ,�Fumi�Mattani�1）,�Akira�Goto�2）,�Youichi�Inoue�2）

（1）Department�of�Veterinary�Associated�Science,�Faculty�of�Veterinary�Medicine,�Okayama�University�of�Science,�
Ikoino-oka�1-3,�Imabari,�Ehime�794-0085,�Japan

2）Department�of�Veterinary�Medicine,�Faculty�of�Veterinary�Medicine,�Okayama�University�of�Science,��
Ikoino-oka�1-3,�Imabari,�Ehime�794-0085,�Japan

＊�Author�for�Correspondence:�Keiichi�Hisaeda（k-hisaeda@ous.ac.jp））
（2023.�3.�23��受付／2023.�6.�14��受理）

Summary
The�purpose�of�this�study�was�to�investigate�the�relationship�between�udder�depth�(UD)�and�body�monitoring�

values,�milk�yield,�milk�quality,�and�mastitis�in�Holstein�dairy�cows,�and�to�clarify�their�relationships.�Sixty-seven�
milking�cows�from�a�dairy�farm�in�Imabari�City,�Ehime�Prefecture�were�included�in�this�study.�The�cows�were�
observed� for�body�condition�score� (BCS),� rumen�fill�score� (RFS),�and�UD.�UD�was�measured� immediately�after�
morning�milking�using�a�digital�camera� from�behind�the�cow.�The�photographs�were� imported� into�a�personal�
computer,�and�a�virtual� line�was�drawn�on�the�calcaneal�ridges�of�both�calcaneal�protuberances.�The�distance�
from�the�line�to�the�tip�of�the�udder�teats�was�measured�using�a�measurement�software.�Data�on�milk�yield,�milk�
quality,�and�parity�for�each�cow�were�based�on�herd�test�results�from�six�days�earlier.�The�somatic�cell�count�in�
the�milk�for�each�cow�was�converted�to�a�linear�score.�The�UD�of�cows�was�−3.18±6.69�cm.�No�correlation�was�
found�between�UD�and�days� in�milk,�milk�yield,�milk� fat�percentage,�or�milk�protein�percentage.�A�significant�
negative�correlation�was� found�between�UD�and�RFS� (4.19±0.78)�and�solids-non-fat� (8.98±0.47%)� (r＝−0.5172,��
P＜0.0001;� r＝−0.4006,�P＝0.001,� respectively).�The�relationship�between�UD�and�parity� (3.59±2.08)�and� linear�
score�(3.51±2.14)�showed�a�significant�positive�correlation�(r＝0.7925,�P＜0.0001;�r＝0.3277,�P＝0.0082,�respectively).�
This� suggests� that�measuring�UD�may�be�useful� in� assessing�production� endurance� (production� age)� and�
susceptibility�to�mastitis�of�dairy�cows�as�well�as,�cow�behavior�restrictions�in�the�barn.

Key�words：�Holstein�cows,�Udder�depth,�Milk�yield,�Somatic�cell�count,�Rumen�fill�score.
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序　　文
ホルスタイン種乳牛の体型は，主観的なスコアリング

による線形化されたデータによって評価されてきてい�
る 2 ， 5 ，14）．乳房の特徴で，乳房の深さ（UD），乳房の
懸垂，乳房のバランス，乳頭の配置，乳頭の長さ，乳頭
の太さなどの形質は10〜30％の遺伝率を持つことが報告
されている13，14）．ホルスタイン種乳牛の標準体型は，わ
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が国では日本ホルスタイン登録協会によって1979年に制
定され，体型審査が行われている．体型審査は，長期間
にわたって乳牛として乳の生産ができるようにホルスタ
イン種雌牛を審査により改良することが目的とされてい
る 5 ）．体型審査を行うことでホルスタイン種乳牛の高い
生産能力と長命連産性を改良することにより，乳牛の体
型が健康的でしっかりとした体に乳房の付着や形状がよ
く，四肢が丈夫であることが重要であるとされている
5 ）．体型審査の中でも他の体の部位に比べて乳器の判定
は40点と高く，その内容は乳房の付着が強く，よく発達
し，四乳区がつりあい，質が良く，長年にわたり高い生
産能力を表すものと規定されている 5 ）．具体的な点数の
振り分けは，前乳房 7 点，後乳房 8 点，乳房の懸垂 5
点，乳房の質 3 点，乳頭 8 点であり，UDの配点は 9 点
と最も高く設定されている 5 ）．乳牛のUDの配点の線形
スコアは，飛節よりも深くなっているものが 1 点，飛節
よりもやや浅いものが 5 点，飛節よりも極めて浅いもの
が 9 点となっている 5 ）．現在，乳牛におけるUDの実際
の計測値と牛の栄養状態や乳量・乳質，乳房炎との関連
性を明らかした報告はない．

本研究では，乳牛のUDの計測値と身体モニタリング
値，乳量，乳質および乳房炎との関係を調査し，その関
連性を明らかにすることを目的とした．

材料および方法
1 ．調査農家

供試牛は，愛媛県今治市の 1 戸の酪農家において搾乳
中のホルスタイン種乳牛67頭を用いた．農家の飼養形態
は，フリーバーンで，飼料給餌方法は，全て購入飼料を
用いており，TMRミキサーにより自家作製したTMR
を 1 日 2 回給与していた． 1 頭当たりの平均給与量は，

濃厚飼料11kgおよび粗飼料（輸入乾草）10kgであった．
搾乳方式は， 1 日 2 回搾乳で，ウォークスルーミルキング
パーラーで左右 6 頭ずつ（ 1 回で計12頭）行われていた．
2 ．観察方法

観察は朝の搾乳直後に行い，各個体の観察項目は，ボ
ディーコンディションスコア（BCS），ルーメンフィル
スコア（RFS）のスコアリングおよびUDの測定を行っ
た．BCSは，牛の骨盤部分を観察し痩せているものを
スコア 1 とし，栄養状態がよくなるほど0.25刻みでスコ
アを加算して，最も栄養状態が良いものをスコア 5 とし
た 7 ）．RFSは 5 段階評価で行い，左膁部の腰椎横突起が
確認できず充実しているものを 5 ，腰椎横突起を確認で
きるもので横突起の下が外側に膨らんでいるものを 4 ，
腰椎横突起が確認できて下側が外側に平らに張り出して
いるものを 3 ，左膁部が逆三角形に凹んでいるものを
2 ，左膁部が台形型に凹んでいるものを 1 とした 7 ）．
UDは，日本ホルスタイン協会の乳牛の体型審査基準で
乳房底が飛節より浅いかあるいは深いかを見た目でスコ
ア化して判定している．元村らは，ホルスタイン種乳牛
の乳頭長は178分房を調査して53.8±10.1mmで，その長
さと分房乳の電気伝導度，CMT変法および体細胞数と
の間に相関がなかったこと報告している 6 ）．このことか
ら，本研究のUDの計測は乳頭の先端から飛節までの距
離を測定した．UDの測定のため各個体においてデジタ
ルカメラ（IXY650，Canon（株），東京）で牛の後方約
50cmのところから，両後肢飛節および乳房が平行にな
るようにメジャー（モノサシ）と一緒に撮影した．撮影
写真は，パソコンに取り込んで両後肢の踵骨隆起に仮想
線を引き，それを起点に乳頭の先端までの距離を計測用
ソフト（Leafareacounter�Plus,�Ver1.1.0.5，島田葵，2009）
で計測した（図 1 ）．

図 1 ．乳房の深さ（UD）の計測
乳頭の先端と両後肢飛節の踵骨隆起の仮想平行線との間を計測した．
ａ：乳房の深さ（UD）としてcmで示した．
両側の踵骨隆起を結ぶ仮想線上に乳頭の先端があれば0cm．仮想線より浅いと−表示，深いと＋表示した．

a
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UDの計測値は，両後肢の踵骨隆起の仮想線を起点
（0cm）として，それより浅いものはマイナスcmで表示
し，深いものはプラスcmで示した．各個体の乳量や乳
質，産次数のデータは， 6 日前に乳用牛群検定全国協議
会が実施した．牛群検定成績の結果を用いた．各個体の
体細胞数（SCC）は，リニアスコアに換算してUDとの
関 係 を 調 査 し た． リ ニ ア ス コ ア の 換 算 式 は，
log2SCC/100＋ 3 によって求められた．すべてのデータ
は，平均±標準偏差で示した．各調査項目の統計解析は
EZR（Ver.2.8-0）を用いて，ピアソンの積率回帰分析に
より行った．すべての相関関係はP＜0.05を有意とし
た．

結　　果
1 ．UDの測定結果

全ての牛のUDは−3.18±6.69cmであった．
2 ．UDと身体モニタリング値との関係

各搾乳牛におけるUDとBCS（3.07±0.35）との間に

相関はなかった（r＝−0.1220，P＝0.3254）．UDとRFS
（4.19±0.78）との間に有意な負の相関が認められた（r
＝−0.5172，P＜0.0001）（図 2 ）．
3 ．UDと産次数，乳量，乳質および搾乳日数との関係

UDと産次数（3.59±2.08産）との間に有意な正の相関
が見られた（r＝0.7925，P＜0.0001）（図 3 ）．UDと乳
量（32.05±10.71kg）との間には有意な相関は認めな
かった（r＝0.1412，P＝0.2657）．UD と乳脂率（4.21±
0.72％）及び乳蛋白質率（3.67±0.44％）とは相関を認
めなかった（r＝−0.0838，P＝0.5106.�r＝−0.1993，P＝
0.1144）．UDと無脂固形分率（8.98±0.47％）との間に
は有意な負の相関が認められた（r＝−0.4006，P＝
0.001）（図 4 ）．UDと搾乳日数（184.73±121.76日）と
の 間 に は 相 関 を 認 め な か っ た（r＝ −0.1369，P＝
0.2712）．
4 ．UDとリニアスコアとの関係

UDとリニアスコア（3.51±2.14）との間には有意な正
の相関を認めた（r＝0.3277，P＝0.0082）（図 5 ）．

図 2 ．乳房の深さ（UD）とルーメンフィルスコア（RFS）との相関

ｙ＝－0.061x＋4.001
ｒ＝－0.5172
Ｐ＜0.0001

図 3 ．乳房の深さ（UD）と産次数との相関

ｙ＝0.2474x＋4.3574
ｒ＝0.7925
ｐ＜0.0001
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考　　察
乳牛のBCSは搾乳期間によって変動し，分娩時には

一般的にBCSが3.5であることが推奨されている 7 ）．そ
の後，泌乳をすることによって分娩後の負のエネルギー
バランスを補うために脂肪組織の脂質や骨格筋タンパク
質が動員されBCSは低下する 4 ）．その結果，泌乳最盛
期にはBCSは最低となり，泌乳量の低下とともにBCS
は上昇する．本研究において，UDとBCSおよび搾乳日
数とは相関がなかった．このことから，UDが牛の栄養
状態や搾乳日数（乳期）の影響を受けないことが確認さ
れた．

RFSは，牛のルーメン内の容量を示しており，飼料
の摂取量と摂取された飼料の消化管内の通過速度を現わ
している 9 ）．本研究でUDとRFSは有意な（P＜0.0001）
負の相関が見られたことから，UDが浅いほどRFSが充
実していることが確認された．UDが浅い牛は，UDが
深い牛と較べてフリーバーン内での歩行や移動に制限が

かかりにくいため，飲水や採食行動をとりやすく飼料の
食い込みが良好であることが推察された．

本研究においてUDと産次数との間に有意な（P＜
0.0001）正の相関を認めた．すなわち，産歴が進むこと
に よ り UD が 深 く な る こ と が 明 ら か と な っ た．
Rostellatoらは，ホルスタイン種乳牛の生産寿命におい
て授精状況，乳房炎，体細胞数，難産の発症状況，第四
胃変位に加えてUDが淘汰リスクの重要因子となってい
ることを報告している11）．この報告では，UDをスコア
1 〜 9 段階に分類し，乳房底が飛節よりも下にある深い
UDスコア 1 〜 2 の牛が浅いUDスコア 8 〜 9 と比較し
て有意に淘汰リスクが大きかったことを示している11）．
また，Zavadilovaらは，UDの深い乳牛が酪農家におい
て望まれない体型であり，淘汰の対象として考えられて
いることを報告している15）．これらのことから，乳牛は
産歴を重ねることでUDが深くなる遺伝的要因を持つ個
体が存在することが示され，UDが早期に深くなる牛は
搾乳が不適になり淘汰対象になることから，乳牛の生産

図 4 ．乳房の深さ（UD）と無脂固形分率との相関
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図 5 ．乳房の深さ（UD）とリニアスコアとの相関
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年齢を著しく低下させる原因となることが考えられた．
このため，各個体における繁殖計画において，UDの浅
い個体に優先的に雌性判別精液を授精することなどを行
い，飼養されている乳牛の生産年齢を考慮した授精を実
施し，牛群全体の生産年齢を伸ばすことが必要であると
考えられた．

本研究では，UDと乳量，乳脂肪率及び乳蛋白質率と
の間に相関は認められなかった．このことから，牛の
UDは乳の生産量や乳脂肪率および乳蛋白質率に影響を
及ぼしていないことが示されたが，一方でUDと無脂固
形分率との間に有意な（P＝0.001）負の相関を認めた．
乳の無脂固形分率には，乳蛋白質以外に乳糖やミネラル
およびビタミン類が含まれている．また，前述したとお
りUDとRFSとの間にも有意な負の相関が認められてい
た．Aschenbachらは，乳中の乳糖を増加させるために
は，牛における乾物摂取量の増加，第一胃内の発酵パ
ターンの改善，消化管から肝臓へ至る門脈内のプロピオ
ン酸と糖原性アミノ酸の侵入率を高めることを報告して
いる 1 ）．このことから，UDが浅い牛は，乳中の無脂固
形分中に含まれる乳糖などの炭水化物，ミネラルおよび
ビタミン類が多く，その要因として乾物摂取量が多く，
第一胃の発酵が良好で適正な消化管通過速度が保たれて
いる状態であることが推察された．

Sharmaらは，健康なTharparkar牛を用いてUDを乳
房付着部から乳頭先端までメジャーで測定し，25cm未
満を浅いUD，25〜35cmを中程度のUD，35cmを超え
るものを深いUDとして判定し，UDの深い牛が浅いそ
れに比べて有意に乳中体細胞数が高かったことを報告し
ている12）．本研究では，乳中体細胞を示すリニアスコア
とUDとの間に有意な（P＝0.0082）正の相関を認めた．
このことから，UDが深い牛は，乳房や乳頭が牛床の敷
料や糞便に接触するリスクが増加するため，リニアスコ
アが高くなっていたものと考えられた．

以上の成績から，UDを観察することは，乳牛の生産
耐久性（生産年齢），乳房炎の易罹患性，フリーバーン
やフリーストールなどの放し飼い牛舎での牛の行動制限
の評価に有益であることが考えられた．

UDは，乳牛の遺伝的評価において，305日乳量との
遺伝的相関関係はないことが報告されている 3 ）．また，
UDは初回人工授精や交配後42日目の受胎率とは遺伝的
相関が低いことが報告されている10）．一方で，スペイン
のホルスタイン種牛においてUDは，遺伝的に繁殖の利
益と有意な 2 次回帰係数による相関を認めたことが報告
されている 8 ）．今後，我々は乳牛のUDと繁殖成績や飼
養環境との関連性の調査をさらに行う必要があると思わ
れる．
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要　　旨
本研究は，ホルスタイン種乳牛の乳房の深さ（UD）

と身体モニタリング値，乳量，乳質および乳房炎との関
係を調査し，その関連性を明らかにすることを目的とし
た．供試牛は，愛媛県今治市の 1 戸の酪農家で飼養され
ていた搾乳中のホルスタイン種乳牛67頭を用いた．朝の
搾乳直後にボディーコンディションスコア（BCS），

ルーメンフィルスコア（RFS），UDの調査を行った．
UDは，両後肢飛節および乳房が平行になるように牛の
後方約50cmからデジタルカメラで撮影し，計測用ソフ
トに取り込んだ画像上で両後肢の踵骨隆起に仮想線を�
引き，そこを起点として乳頭の先端との距離を計測し
た．各個体の乳量や乳質及び産次数のデータは 6 日前に
行われた牛群検定成績を用いた．各個体の体細胞数

（SCC）は，リニアスコアに換算して示した．全ての�
牛のUDは−3.18±6.69cmであった．UDと搾乳日数，
乳量，乳脂肪率及び乳蛋白質率との間に相関は認められ
なかった．UDとRFS（4.19±0.78）および無脂固形分
率（8.98±0.47％）との間に有意な負の相関が認められ
た（r＝−0.5172，P＜0.0001.�r＝−0.4006，P＝0.001.）．
UDと産次数（3.59±2.08産）およびUDとリニアスコア

（3.51±2.14） の 間 に 有 意 な 正 の 相 関 が 見 ら れ た�
（r＝0.7925，P ＜0.0001．r＝0.3277，P＝0.0082．）．この
ことから，UDを測定することは乳牛の生産耐久性（生
産年齢）や乳房炎の易罹患性およびフリーバーンなどの
放し飼い牛舎での牛の行動制限の評価に有益であること
が考えられた．

キーワード：ホルスタイン種乳牛，乳房の深さ，乳量，
体細胞数，ルーメンフィルスコア．
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Summary
In� this� study,� slightly�acidic�hypochlorous�acid�water�was�prepared�by�using�electric�power�derived� from�

microbial� fuel� cells�produced�by�bovine� rumen�contents� (rumen�microbial� fuel� cells;� rumen�MFCs)� or� the�
commercial�power�supply�(AC�100�V).�The�disinfection�effect�of�the�two�kinds�of�slightly�acidic�hypochlorous�acid�
water�against� four�bacteria�and� two�viruses�were�compared.�The�bacterial� strains�used� in� this� study�were�
Escherichia coli�O139,�Salmonella�Typhimurium�L3569,�Erysipelothrix rhusiopathiae�Fujisawa,�and�Paenibacillus 
larvae�DTK386.�The�targeted�viruses�were� infectious�bovine�rhinotracheitis�virus,�and�bovine�adenovirus.�The�
slightly�acidic�hypochlorous�acid�water�produced�by�rumen�MFCs�showed�comparable�disinfection�effects�as�the�
one�produced�by�commercial�power�supply�against�all�the�bacteria�and�viruses�examined.�These�results�indicated�
that�by�storing�electricity�produced�by�rumen�MFCs� into� large-capacity�condensers,� it� is�possible� to�generate�
electricity�comparable�with�a�commercial�power� supply.�Also,� these� results� suggested� that� livestock�waste�
including�rumen�contents�originally�abandoned�from�slaughterhouse�could�be�a�promising�unused�biomass�which�
contributed�to�improve�livestock�hygiene.�

Key�words：�bovine,�microbial�fuel�cells,�rumen,�slightly�acidic�hypochlorous�acid�water,�unused�biomass
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序　　文
微生物燃料電池（Microbial� fuel�cells；以下MFCs）

とは，微生物の代謝・発酵能力により有機物等を電気エ
ネルギーに変換する装置であり，生活汚水等の廃棄物バ
イオマスを浄化しながら電気エネルギーとして利用する
ことを可能にする技術として，近年活発に研究開発が進
展している 1 ， 2 ）．MFCsは，汚水等に浸漬した負極電極
が，微生物による有機物の酸化分解で放出する電子を回
収し，空気と接触する正極電極が酸素の還元反応により
電子を消費することで電位勾配が生じ，電流が発生する
ことを原理とする 3 ）．

牛のルーメン（第一胃）は，本来牛がエネルギーとし
て利用できない牧草由来のセルロース等の繊維質粗飼料
成分を，ルーメン内の微生物叢により代謝・発酵し，牛
がエネルギーとして利用できる揮発性脂肪酸にまで分解
する巨大な発酵タンクであり，その容量は成牛では100�L�
を超える 4 ）．近年は，ルーメン内のメタン産生細菌の代
謝によって発生するメタンガスは地球温暖化を進行させ
る温室効果ガスとして問題視され，その制御や削減技術
の開発が我が国のみならず世界中で研究されている 5 ）．
しかし，牛のルーメン内容物はと畜場で廃棄されている
未利用バイオマスでもあり，農林水産省においても，
2021年の「みどりの食料システム戦略」の取り組みの中
で，「地域・未利用資源の活用に向けた一層の取組」の
強化が明記されている 6 ）．

これに関し，我々は未利用バイオマスとして牛のルー
メン内容物を活用し，電極には日本の在来森林資源を脅
かす竹害として問題になっている外来種の孟宗竹 7 ）を焼
成して作製した竹炭を用いたルーメンMFCsを作製し 8 ），
その構造について報告した 8 ）．このルーメン内容物由来
の細菌叢を，電極である竹炭内に定着させたルーメン
MFCsから得られた微小な電力を，市販のリチウムイオ
ンバッテリーや大容量コンデンサ等に蓄電し，LEDラン
プやLEDイルミネーションライト，温湿度計及び携帯用
音楽プレイヤー等の直流5VのUSB給電で作動する様々
な電子機器が動作可能であることを明らかにし，特許を
取得した（特許第7208693号）9 ）．

そこで本研究では，未利用バイオマスであるルーメン
内容物を活用した電源を用いて，「牛が自ら生み出す電
力で牛自身の健康を衛る」をコンセプトに，ルーメン
MFCsによる電力で，家畜衛生に貢献する微酸性次亜塩
素酸水の作成を試みた．微酸性次亜塩素酸水は，厚生労
働省によって食品添加物としても認可されており10），環
境や食品等の消毒に安全かつ安心に使用可能で，食塩水
を電気分解することで簡便に作製可能である．そこで，
ルーメンMFCsにより発電・蓄電された直流5Vの電力
と一般的な交流100Vの商用電力を用いて，それぞれを
電源として食塩水の電気分解により微酸性次亜塩素酸水
を作製した．さらに，作製された消毒液の莢膜保有菌，

芽胞形成菌を含んだグラム陽性細菌とグラム陰性細菌及
びウイルス（エンベロープウイルス及びノンエンベロー
プウイルス）に対する消毒効果を比較・検証した．

材料および方法
ルーメンMFCsの作製：ルーメン内容物及びルーメ

ン液は農研機構・動物衛生研究部門において飼養されて
いた健康な黒毛和種牛（雌， 7 歳 3 か月齢）の解剖時に
ルーメン内から直接採取し，ルーメンMFCsの作製は
Yashiro�et al. 8 ）の方法で作製した．電極には負極・正極
ともに安価に購入可能な竹炭（国産平板竹炭15�cm；竹
炭市場，福岡）を使用した．市販の2Lプラスチック容器

（食品用シール容器　しっかりパックＩ；ナカヤ化学産
業，大阪）内で，負極竹炭が浸漬するようにルーメン液
100�ml，ルーメン内容物約1.5�L，10�mM酢酸ナトリウム
100�mlを充填し，表層が空気に触れるように正極竹炭を
重層したうえで，両極からはジャンパ線（15�cm�PJA-
1510；共立電子産業，大阪）で配線を容器外に導出し，
ルーメンMFCsを作製した．作製したMFCsはデジタル
マルチメーター（DIGIT�MULTIMETER；KEITHLEY，
USA）を用いて，1 日 1 回の電流及び電圧の測定を行っ
た．さらに，これらをワニ口クリップで，複数台直列�
及び並列に接続して大容量コンデンサ（2.7�V，500�F；�
Green-cap，SAMWHA�electronic，Korea）に蓄電させ，
蓄電した電力は以降の実験に使用した．本動物実験計画
は農研機構の動物実験計画書承認番号22-008として承認
された実験である．

微酸性次亜塩素酸水の作製：塩化ナトリウム0.5�gを
0.9�mMの塩酸75�mlで溶解させた溶液（以下Pre）を作製
した．Preを市販の次亜塩素酸水生成装置（ZIAPOCKET，�
FLAX，神奈川）に入れ，ルーメンMFCsで100秒から
360秒電気分解した溶液（以下Post）と，100�Vの商用
電源で100秒から120秒電気分解した溶液（以下Control）
を作製した．Pre，Post及びControlはそれぞれクロラ
インメーター（RC50-T；バイオニクス機器株式会社，
東京）で有効塩素濃度，pHメーター（LAQUA�F-72，
HORIBA，京都）でpHを測定したのち，以下の各種細
菌とウイルスへの消毒効果の検討に用いた．

細菌（芽胞形成菌以外）に対する消毒効果の検討：グ
ラム陰性細菌としてEscherichia coli�O139（以下EC），
Salmonella�Typhimurium�L3569（以下ST），グラム陽
性の莢膜保有細菌として Erysipelothrix rhusiopathiae 
Fujisawa（以下ER）を試験に供した．

まず，各菌株を滅菌PBSで希釈し， 1 ×106�CFU/ml
にそれぞれ調整した．菌液を滅菌PBSで10− 5 まで10倍
段階希釈した後，10− 3 〜10− 5 の希釈液を100�µlずつ平
板培地に塗布し，37℃で好気培養した．培養に用いた培
地・培養時間はそれぞれ，EC 及び ST：LB 寒天培地

（Sigma-Aldrich，USA）・18時 間，ER：BHI 寒 天 培 地
（Difco�Laboratories，USA）・48時間であり，コロニー
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数を計測して未処理の菌液の生菌濃度を算出した．
次に 1 ×106�CFU/mlの各菌液500�µlを15,000�rpm，

5 分， 4 ℃で遠心した後，上清を除去し，各消毒液
（Pre，Post及びControl）を500�µl添加して沈査を溶解
させた．室温で 1 分反応させた後，有機物として牛胎児
血清（Fetal�bovine�serum;�FBS，Gibco，USA）を50�µl�
添加し，反応を停止させた．反応液を10− 2 まで10倍段
階希釈し，100〜10− 2 の希釈液を未処理の場合と同様の
培地・条件で培養し，コロニー数を計測して生菌濃度を
算出し，各消毒液混和により未処理の場合と比較し生菌
濃度が何倍低下したか評価した．

芽胞形成菌に対する消毒効果の検討：芽胞形成菌とし
て，ミツバチのアメリカ腐蛆病菌であるPaenibacillus 
larvae�DTK386を試験に供した．

まず，P. larvae芽胞菌を滅菌蒸留水で希釈し， 1 ×
107�CFU/mlの芽胞液を調整した．芽胞液を80℃，15分
加熱したのち，滅菌蒸留水で10− 5 まで10倍段階希釈し
た．10− 2 〜10− 5 希釈の菌液を100�µlずつMYPGP寒天
培地11）に塗布した後，35℃で 7 日間， 5 ％CO2の条件下
で培養し，コロニー数を計測して未処理の菌液の生菌濃
度を算出した．

次に 1 ×107�CFU/mlの芽胞液50�µlと滅菌蒸留水50�µl
を混和後，各消毒液を400�µl加え，20℃のヒートブロッ
クで10分，30分及び 1 時間インキュベーションした．そ
の後，混和液240�µlをとり，有機物としてFBSを240�µl
混和させて反応を停止させた．この反応液を滅菌蒸留水
で10− 4 まで10倍段階希釈したのち，100〜10− 4 の希釈液
200�µlをMYPGP寒天培地に塗布し，35℃で 7 日間，5 ％
CO2の条件下で培養し，コロニー数を計測して生菌濃度
を算出した．各消毒液混和により未処理の場合と比較し
生菌濃度が何倍低下したかについて評価した．

ウイルスに対する消毒効果の検討：エンベロープウイ
ルスとして牛伝染性鼻気管炎ウイルス（以下IBRV），
ノンエンベロープウイルスとして牛アデノウイルス（以
下BAdV）を試験に供した．ウイルス液をそれぞれ希釈
し，IBRVは108�TCID50/ml，BAdVは106.5�TCID50/mlに
調整した．消毒液190�µlにウイルス液を10�µl加え，室
温で10分間反応させた後，有機物として 5 ％FBS 加
イーグルMEM培地（日水製薬株式会社，東京）を800�
µl分注して反応を停止させ，この混合液を10− 7 まで同
培地で10倍段階希釈した．96ウェルマイクロプレート

（住友ベークライト，東京）を用いて，混合液100�µlと�
2.0×105� cell/ml の Madin-Darby� bovine� kidney

（MDBK）細胞の浮遊液100�µlを混合して，37℃， 5 ％
CO2条件下で 7 日間培養し，ウイルス力価をTCID50法
で測定した．陰性対象として，試験消毒液の代わりに蒸
留水を使用し同様の試験を行った．各消毒液との混和に
より，蒸留水混和と比べてウイルス力価が何倍低下した
かについて評価した．

結　　果
ルーメンMFCsの作製：作製したルーメンMFCsと

デジタルマルチメーターによる電圧・電流の測定の様子
を図 1 に示す．本研究で作製したルーメンMFCsは，
発電が安定した作製約 2 か月後の時点で 1 台あたり電圧
値0.40±0.07�V及び電流値3.48±2.57�mA程度の発電能
力を有しており（N＝ 3 ，作製後60〜66日時点の測定値
の平均値±標準偏差），これらを複数台直列および並列
に接続してコンデンサに蓄電し，USB給電回路に接続
することにより，直流5�V，約0.2�A程度の出力を得る
ことが可能であった．

作製した微酸性次亜塩素酸水の性状：本研究で用いた
微酸性次亜塩素酸水作製装置及びクロラインメーターに
よる有効塩素濃度の測定について，図 2 に示す．電気分
解前の食塩水（Pre）の有効塩素濃度は検出限界以下
で，pH�は3.0であったが，ルーメンMFCsの電力での電
気分解後の微酸性次亜塩素酸水（Post）及び商用電源で
電気分解後の微酸性次亜塩素酸水（Control）は，いず
れも有効塩素濃度60〜70�mg/L，pH�5.0〜6.5であり，食
品添加物公定書10）に記載された微酸性次亜塩素酸水の
基準と同等の性状を示した．（表 1 ）

図 1 ．�作製したルーメン内容物微生物燃料電池（右，
ルーメンMFCs）とデジタルマルチメーター（左）
による電圧の測定

図 2 ．�微酸性次亜塩素酸水作製装置（左）とクロライン
メーターによる有効塩素濃度の測定（右）
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細菌に対する消毒効果：未処理菌液及びPreの食塩水
と混和後の生菌数はそれぞれEC：8.1×106�CFU/ml，�
6.0×105� CFU/ml，ST：7.7×106� CFU/ml，5.5×105�
CFU/ml，ER：1.4×107�CFU/ml，1.2×106�CFU/ml で
あった．なお，Preでの処理で約1�logの菌数の低下は，
微酸性化するために元の食塩水に含まれる0.9�M塩酸の
影響である．一方，電気分解後のPostおよびControlの
微酸性次亜塩素酸水と 1 分間混和した場合，いずれの菌
種といずれの消毒液の組合せにおいても検出限界以下に
まで減少した．（表 2 ）

芽胞に対する消毒効果：未処理の生菌数は1.6×107�
CFU/ml，Preと混和時の生菌数は10分：2.1×107�CFU/
ml，30分：2.2×107�CFU/ml，1 時間：1.5×107�CFU/ml，
3 時間：1.6×107�CFU/mlであり，いずれの反応時間に
おいても生菌数の減少は認められなかった，一方，Post
の混和時の生菌数は10分：3.8×103�CFU/ml，30分：2.5
×102�CFU/ml，Control 混和時も同様に，10分：2.6×
103�CFU/ml，30分：1.5×102�CFU/mlと，未処理と比較
し生菌数が 4 〜 5�log減少した．さらに，Postおよび
Controlと 1 時間および 3 時間反応させた場合では，い
ずれも検出限界以下にまで減少した．（表 3 ）

表 1 ．�微酸性次亜塩素酸水作製に用いた電源，電力及び通電時間と作製された微酸性次亜塩素酸水＊の
有効塩素濃度及びpH

消毒液の種類＊＊ 電源 出力 通電時間
（秒）

有効塩素濃度
（mg/L） pH

Pre 通電せず ─ ─ 検出限界以下 3.0
Post ルーメンMFCs 直流5�V 100〜360 60〜70 5.0〜6.5

（コンデンサ） 0.2�A以下
Control 商用電源　交流100V 直流5�V 100〜120 60〜70 5.0〜6.5

（ACアダプター） 0.7�A以下
＊　　厚生労働省食品添加物公定書第 9 版による微酸性次亜塩素酸水の成分規格は，有効塩素濃度10〜80�mg/L及びpH�5.0〜6.5
＊＊　Pre：電気分解前の食塩水
　　　Post：ルーメンMFCs由来の電力により作成された微酸性次亜塩素酸水
　　　Control：商用電源により作成された微酸性次亜塩素酸水

表 2 ．�未処理及び各微酸性次亜塩素酸水と 1 分間反応させた際の
EC，ST及びERの生菌数

消毒液の種類
生菌数（CFU/ml）

EC ST ER

未処理 8.1×106 7.7×106 1.4×107

Pre 6.0×105 5.5×105 1.2×106

Post ND ND ND

Control ND ND ND
ND：検出限界以下

表 3 ．�未処理及び各微酸性次亜塩素酸水と10分間，30分間， 1 時間
及び 3 時間反応させた時のP. larvaeの生菌数

反応時間
生菌数（CFU/ml）

Pre Post Control

未処理 1.6×107 1.6×107 1.6×107

10分 2.1×107 3.8×103 2.6×103

30分 2.2×107 2.5×102 1.5×102

1 時間 1.5×107 ND ND

3 時間 1.6×107 ND ND
ND：検出限界以下
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ウイルスに対する消毒効果：蒸留水と混和後のIBRV
のウイルス力価は106�TCID50/ml以上，BAdVのウイル
ス力価は104�TCID50/ml以上であった．Preと混和後の
ウイルス力価はIBRV：106.25�TCID50/ml，BAdV：104.25�
TCID50/mlであり，いずれのウイルスにおいてもウイル
ス力価の低下は認められなかった．一方，Postおよび
Control液との10分間の混和後では，いずれのウイルス
の力価も検出限界である101.5�TCID50/ml以下にまで減少
した．（表 4 ）

考　　察
本研究では，未利用バイオマスでありかつ牛の健康，

成長及び免疫応答等に重要な役割を果たす12）ルーメン
内容物を活用したルーメンMFCsで発電した微小な電
力を用いて，家畜衛生への応用を想定した微酸性次亜塩
素酸水を作製し，その消毒効果を検討した．本研究で使
用した牛のルーメン内容物は解剖時に採取したルーメン
内容物であるが，本来，牛のルーメンは成牛 1 頭がルー
メン内容物を100�L以上保有している有機物の発酵タン
クであるにも関わらず，ルーメン内容物自体はと畜場で
は日々大量に廃棄されている未利用バイオマスである．

そこで，本研究では，これらの未利用バイオマスを活
用した安価で簡便な微生物燃料電池システムにより発電
された電力を活用し，家畜衛生資材である微酸性次亜塩
素酸水の作製を行った．微酸性次亜塩素酸水は，厚生労
働省によって，食品添加物としても認可されており，家
畜や人体にも安全・安心でかつ，各種の細菌やウイルス
に対して高い消毒効果を有することが報告10）されてい
るが，未利用バイオマスを活用した微生物燃料電池由来
の電力で作製された微酸性次亜塩素水の消毒効果につい
てはこれまで報告されていないため，本稿において検証
した．

微酸性次亜塩素酸水をルーメンMFCs由来の電力で
作製し，既存の商用100�V電源で作製した微酸性次亜塩
素酸水と各種の家畜由来病原体に対する消毒効果を比較
検討した．その結果，表 1 に示すように，5�V出力のルー

メンMFCs由来電源では商用100V電源と同等の有効塩
素濃度に達するまでに必要な通電時間が長くなる傾向に
あった．これは同じ5�Vの出力回路であっても商用電源
と比較すると出力が安定せず，回路に流れる電流が小さ
くなることが原因であると考察された．

しかしながら，試験に供したグラム陰性菌（大腸菌及
びサルモネラ），グラム陽性菌（豚丹毒菌），芽胞形成菌

（アメリカ腐蛆病菌）及びエンベロープウイルス（IBRV）
とノンエンベロープウイルス（BAdV）に対して，ルー
メンMFCs由来の電力で作製した微酸性次亜塩素酸水
と商用100�V電源で作製した微酸性次亜塩素酸水は同等
の消毒効果を発揮することが確認された（表 2 〜表 4 ）．

一般的な商用100�V電源は，交流100�Vの電圧を安定
して供給することができるが，省エネ化が進展し，本研
究で使用した微酸性次亜塩素酸水作成装置のように，現
在，多くの家電製品は，直流5�VのUSB給電で稼働させ
ることが可能になっている．ルーメンMFCs1台で作成
される電力は1�mW程度の微小な電力ではあるが，これ
をコンデンサに蓄電して給電することで，直流5�Vの出
力を可能にし，商用100�V電源で作成した場合と遜色の
ない消毒効果を有する微酸性次亜塩素酸水が作成可能で
あることが明らかになったことは，未利用バイオマスの
微生物の力により発電した微弱な電力であっても有効活
用が可能で，家畜衛生に貢献可能であることが示唆され
た．既報13）においては，ルーメン内容物より単離した
セルロース分解細菌であるCellulomonas属菌を用いて
作成したMFCsにおいて，9.56±0.37�mW/m2の発電が
可能であったとする報告があり，現在我々も発電細菌の
分離等を実施しており，今後さらなる発電能力の向上に
取り組んでいきたいと考えている．

また，ルーメン内容物をと畜場で回収して，MFCs化
することで，と畜場で使用する衛生資材（微酸性次亜塩
素酸水や非接触アルコールディスペンサー等）や環境セ
ンサ（温湿度センサ・アンモニア等のガスセンサ）の電
源等として活用できる可能性がある．さらに，ルーメン
内で細菌叢が代謝・発酵により放出する微量な電流を

表 4 ．蒸留水及び各微酸性次亜塩素酸水と10分間反応させた際の
IBRV及びBAdVのウイルス力価

試験条件
ウイルス力価（log10�TCID50/ml）

Pre Post Control

IBRV＋蒸留水 6.13 6 6.25

IBRV＋消毒液 6.25 ≦1.5 ≦1.5

BAdV＋蒸留水 4.88 4.88 4.88

BAdV＋消毒液 4.25 ≦1.5 ≦1.5
※MDBK細胞に対して細胞傷害性がないことを確認済み。
≦1.5：検出限界以下
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ルーメン内に留置されているルーメンセンサ14）等の自
律電源として活用できる可能性もある．

微酸性次亜塩素酸水は，アルコール抵抗性を示す細菌
の芽胞やノンエンベロープウイルスに対しても消毒効果
を有する15−17）．本研究で作製した微酸性次亜塩素酸水
は既報15）で商用電源により作製された微酸性次亜塩素
酸水よりも有効塩素濃度が高く，P. larvaeの芽胞に対
して，より短時間で消毒効果を発揮することが示され
た．既報15）の有効塩素濃度は10−30�mg/L であった
が，本研究で作製された微酸性次亜塩素酸水の有効塩素
濃度は60−70�mg/Lであり，芽胞形成菌に対しては有
効塩素濃度を50mg/L以上にすることで有効性が認めら
れたとする報告16）があるため，作成された微酸性次亜
塩素酸水の有効塩素濃度の差を反映していると考えられ
た．また，既報でのノロウイルスに対する効果17）と同
様にノンエンベロープウイルスであるBAdVに対して
も十分な消毒効果を示した．一方で，微酸性次亜塩素酸
水は有機物の存在下では消毒効果が低下18）することか
ら，有機物が多量に存在する畜産現場での活用に際して
は，有機物の水洗等での除去を行った上での最終的な消
毒等への利活用等をさらに検討すべきである．�

以上の結果から，本研究では，ルーメンMFCsによ
り作製した電力を大容量コンデンサに蓄電することによ
り，市販の次亜塩素酸水作製装置を用いて，商用電源で
作製した微酸性次亜塩素酸水と同等の消毒効果を有する
微酸性次亜塩素酸水を作製可能であることが確認でき，
未利用バイオマスであり，本来，畜産廃棄物にすぎない
ルーメン内容物から，家畜衛生に寄与する電力が生成可
能であることが示された．この成績は，未利用バイオマ
スの活用，ゼロエミッション及び獣医・畜産分野の持続
可能な開発目標（SDGs）達成の一助となる成果であり，
今後の資源循環・環境共生型畜産を構築するための基礎
的な技術になると考えられた．

最後に，試験実施にご協力いただいた農研機構・動物
衛生研究部門の新井鐘蔵先生，西浦玲奈先生，小川洋介
先生，江口正浩先生，須田智子技術職員，株式会社
OSGウォーターテックの竹内正浩氏に深謝する．本研
究は，科研費基盤研究（B）19H03079の支援を受けて実
施された．
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要　　旨
牛のルーメン内容物を材料とする微生物燃料電池（以

下ルーメンMFCs）を作成し，得られた電力を蓄電し
て，食塩水を電気分解し，微酸性次亜塩素酸水を作製し
た．これと，商用電源で作製した微酸性次亜塩素酸水に
ついて，各種の細菌とウイルスに対する消毒効果を比較

した．細菌は大腸菌，サルモネラ，豚丹毒菌及びアメリ
カ腐蛆病菌，ウイルスは，牛伝染性鼻気管炎ウイルス及
び牛アデノウイルスを試験に供した．ルーメンMFCs
で作製した微酸性次亜塩素酸水は，いずれの細菌・ウイ
ルスに対しても商用電源で作製したものと同等の消毒効
果を示し，大腸菌，サルモネラ及び豚丹毒菌では処理時
間 1 分で十分な消毒効果を示し，アメリカ腐蛆病菌に対
しても処理時間 1 時間以上で十分な消毒効果を示した．
また，供試したいずれのウイルスに対しても十分な消毒
効果を示した．以上の結果から，ルーメンMFCsで作
製した電力を大容量コンデンサに蓄電することで商用電
源での作製と同等の消毒効果を有する微酸性次亜塩素酸
水を作製可能であることが確認された．このことは，と
畜場で日々廃棄されている未利用バイオマスのルーメン
内容物から家畜衛生に寄与する電力が生成可能であるこ
とが示された．

キーワード：牛，微生物燃料電池，ルーメン，微酸性次
亜塩素酸水，未利用バイオマス
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会 員 へ の お し ら せ

①　 「日本家畜衛生学会第97回大会家畜衛生シンポジウム」 
開催される

日本家畜衛生学会第97回大会家畜衛生シンポジウムが去る 7 月 1 日に開催されました．今年も昨年同様にZoom�
Meetingシステムを利用したWeb開催といたしました（参加者166名）．

2022年度家畜衛生学雑誌論文賞の表彰式および受賞記念講演の後，「高病原性鳥インフルエンザ〜養鶏・渡り鳥・
希少動物〜」をテーマとした家畜衛生シンポジウムが，迫田義博座長の進行で行われました．シンポジウムでは，農
研機構動物衛生研究部門の内田裕子先生による「近年の国内外でのHPAIの発生状況」，鳥取大学農学部の山口剛士
先生による「養鶏場および鶏舎への野生小動物侵入状況」，鹿児島大学共同獣医学部の小澤真先生による「希少種保
護と家畜衛生の両立への取り組み」，国立環境研究所の大沼学先生による「渡り鳥によるウイルスの持ち込み状況を
踏まえたHPAI発生リスクマップ作成について」，酪農学園大学獣医学群の蒔田浩平先による「HPAI発生の影響によ
る経済損失」の 5 名の先生方によるご講演が行われ，活発な議論が交わされました．

②　「日本家畜衛生学会2023年度通常総会」開催される
第97回大会家畜衛生シンポジウムの後，Web上にて通常総会が行われ，全ての議事について承認されました．

日 本 家 畜 衛 生 学 会
2023年度通常総会

日時：2023年 7 月 1 日（土）　16：50〜　第97回大会にてリモート開催

議　事
　　 1 ）　第 1 号議案　2022度事業報告及び収支決算報告並びに監査報告について
　　 2 ）　第 2 号議案　2023年度事業計画（案）及び収支予算（案）について
　　 3 ）　第 3 号議案　会則の一部改正について
　　 4 ）　第 4 号議案　名誉会員・役員の承認について

第 1 号議案　2022年度事業報告・収支決算報告並びに監査報告

Ⅰ　2022年度事業報告
　 1 ．通常総会
　　　2022年 6 月 3 日（金）〜 6 月20日（月）　書面総会
　　　・・2022年度事業報告及び収支決算報告並びに監査報告について
　　　・・2023年度事業計画（案）及び収支予算（案）について
　　　・・会則の一部改正について
　　　・・名誉会員・役員の承認について
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　 2 ．研究発表会
　　　第95回大会　2022年 7 月 2 日（土）　（リモート開催）
　　　　　一般演題 5 題，論文賞受賞講演 1 題，教育講演（押田敏雄先生，髙井伸二先生）
　　　第96回大会　2022年12月 2 日（金）　Meiji�Seikaファルマ（株）本社講堂　（対面開催）
　　　　　一般演題 8 題

　 3 ．「家畜衛生フォーラム2022」
　　　2022年12月 2 日（金）　Meiji�Seikaファルマ（株）本社講堂　参加者84名
　　　　テーマ　「豚熱の防疫〜豚と野生イノシシ〜」
　　　　　 1 ．豚熱の防疫〜過去と現在� 小倉　弘明　先生（麻布大学）
　　　　　 2 ．豚熱ウイルスの特徴〜検査体制と防疫� 迫田　義博　先生（北海道大学）
　　　　　 3 ．CSF防疫の成功/例と失敗例から学ぶASF対策� 伊藤　貢　先生（あかばね動物クリニック）
　　　　　 4 ．野生イノシシの豚熱防疫〜拡散要因と対策� 池田　敬　先生（岐阜大学）
　　　　　 5 ．野生イノシシの豚熱防疫〜減頭数対策� 江口　祐輔　先生（麻布大学）
　　　　　 6 ．豚熱に対するイノシシの経口ワクチン接種� Ad�Vos　先生（Ceva�Sante�Animale社）

　 4 ．理事会
　　　第 1 回理事会　2022年 4 月 9 日（土）
　　　　審議事項
　　　　　 1 ）2022年度の主な行事と日程について
　　　　　 2 ）通常総会および第95回大会の開催について
　　　　　 3 ）第96回大会および家畜衛生フォーラム2022について
　　　　　 4 ）編集委員会報告
　　　　　 5 ）事務局報告
　　　　　 6 ）名誉会員の規定について
　　　　　 7 ）常設委員会・委員の確認
　　　　　 8 ）その他

　　　第 2 回理事会　2022年 5 月28日（土）
　　　　報告事項
　　　　　 1 ）事務局報告
　　　　　 2 ）編集委員会報告
　　　　審議事項
　　　　　 1 ）2022年度総会の書面開催について
　　　　　 2 ）第95回研究発表会について
　　　　　 3 ）総会上程議案について
　　　　　　　第 1 号議案　2021年度事業報告・決算報告並びに監査報告
　　　　　　　第 2 号議案　2022年度事業計画（案）・収支予算（案）
　　　　　　　第 3 号議案　名誉会員・役員の承認について【資料】
　　　　　 4 ）その他
　　　　　　　日本家畜衛生学会創立50周年式典について

　　　第 3 回理事会　2022年10月29日（土）
　　　　報告事項
　　　　　 1 ）事務局報告
　　　　　 2 ）編集委員会報告
　　　　審議事項
　　　　　 1 ）第96回研究発表会・家畜衛生フォーラム2022の開催方法について
　　　　　 2 ）第96回研究発表会について
　　　　　 3 ）家畜衛生フォーラム2022について
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　　　　　 4 ）その他

　　　第 4 回理事会　2023年 3 月18日（土）
　　　　審議事項
　　　　　 1 ）2023年度の主な行事と日程について
　　　　　 2 ）第97回大会の開催について
　　　　　 3 ）第98回大会および家畜衛生フォーラム2023について
　　　　　 4 ）編集委員会報告
　　　　　 5 ）事務局報告
　　　　　 6 ）常設委員会・委員の確認
　　　　　 7 ）その他

　 5 ．編集委員会報告
　　　2022年度　家畜衛生学雑誌（第48巻）発行状況
　　　　・・48− 1 （2022年 6 月27日発行）
　　　　　原著 3 編，第95回大会研究発表会要旨 8 編
　　　　・・48− 2 （2022年 9 月30日発行）
　　　　　原著 2 編
　　　　・・48− 3 （2022年12月 1 日発行）
　　　　　家畜衛生フォーラム2022要旨 6 編，第96回大会研究発表会要旨 8 編
　　　　・・48− 4 （2023年 3 月 1 日発行）
　　　　　原著 1 編，短報 1 編
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2022年度収支決算報告
〈一般会計〉
　収入の部� （単位：円）

項　　目 予算額 決算額 差額（決算−予算） 備　考

一般会費 665,000 734,000 69,000
127名分（下記内訳）
　2021年度以前分：60,000円
　2022年度以降分：674,000円

賛助会費 850,000 850,000 0 17件

広告掲載代 360,000 413,600 53,600

雑収入 700,000 682,550 −17,450 フォーラム共催費，フォーラム参加費

団体購読 128,000 136,000 8,000
17件分（下記内訳）
　2021年度以前分：8,000円
　2022年度以降分：128,000円

前年度繰越金 1,300,488 1,300,488 0

計 4,003,488 4,116,638 113,150

　支出の部
項　　目 予算額 決算額 差額（予算−決算） 備　考

印刷費 1,800,000 1,516,179 283,821
家畜衛生雑誌（ 4 号分），雑誌発送代，全国
家保宛案内文書，総会資料，大会ポスター・
プログラム，フォーラムポスター

会議費 0 0 0

事業運営費 400,000 253,474 146,526
第95回大会運営謝礼，第95回大会弁当代，第
95回大会　Zoomアカウント費用，フォーラ
ム2022講師謝礼，フォーラム2022アルバイト
代

通信運送費 100,000 61,603 38,397 各種郵送代（大会等案内，請求書，会費督
促，座談会ポスター）等

事務経費 100,000 95,920 4,080 HP管理費，修正費，送金手数料等

事務局人件費 288,000 234,669 53,331

役員交通費 0 0 0

予備費 1,322,488 0 1,322,488

計 4,010,488 2,161,845 1,848,643

一般会計収支差額�＝�決算収入額�4,116,638�−�決算支出額�2,161,845�＝�1,954,793（次年度へ繰越）

〈特別会計〉
　収入の部� （単位：円）

項　　目 予算額 決算額 差額（決算−予算） 備　考
雑収入 0 8 8 受取利子
前年度繰越金 912,129 912,129 0

計 912,129 912,137 8

　支出の部
項　　目 予算額 決算額 差額（予算−決算） 備　考

受賞講演者交通費等 100,000 0 100,000
計 100,000 0 100,000

特別会計収支差額�＝�決算収入額�912,137�−�決算支出額�0�＝�912,137（次年度へ繰越）
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2022年度監査結果報告
　2023年 4 月11日〜21日に行われた監査の結果は別紙のとおり

　〈別紙〉

【報告事項】
　①会員数（ 5 月13日現在）
　　名誉： 5 名，一般：136名（退会 6 名，入会 6 名），団体購読：15，賛助：17

　②2022度分会費納入状況（ 5 月13日現在）
　　一般：126／136，団体購読：16／16，賛助：17／17

　③2023年度分会費納入状況（ 5 月13日現在）
　　一般：19／136，団体購読： 0 ／15，賛助： 0 ／17
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第 2 号議案　2023年度事業計画（案）・収支予算（案）

Ⅰ　2023年度事業計画（案）
　 1 ．第97回大会　2023年 7 月 1 日（土）　13：00〜17：00　リモート開催　※研究発表会なし
　　　　　・・開会の挨拶
　　　　　・・2022年度家畜衛生学雑誌優秀論文賞の表彰と受賞講演　13：05〜13：35
　　　　　　受賞論文：佐藤福太郎・齋藤亮太
　　　　　　　　　　　�乳清を用いたMycoplasma�bovisの早期診断法の確立とSNP解析による薬剤感受性試験の有

用性（原著）

　　　　　　　休憩

　　　　　・・家畜衛生シンポジウム　13：40〜16：50
　　　　　　　テーマ：高病原性鳥インフルエンザ〜養鶏・渡り鳥・希少動物〜
　　　　　　　　　�概要説明：近年，国内で分離された高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）ウイルスは多様性であ

ることが明らかとなっている．2022−2023年今シーズンのHPAI発生は26道県83例発生し，約
1,740万羽が殺処分対象（2023年 4 月 3 日）となっており，沖縄県など 6 県において初発事例も
含まれている．さらには，渡り鳥や留鳥の感染事例が237例（2023年 4 月 3 日）と増加しており，
野鳥，展示動物や希少動物の保護の観点からも危機感が増している．さらに，今季は採卵鶏で多
発し，鶏卵が高騰化し，消費者の食生活に影響が出ている．本シンポジウムでは，このHPAIに
ついて，国内外での発生状況，鶏舎への侵入経路，野鳥における感染状況，ワクチン開発の現状
およびHPAI発生における経済的損失に焦点を当て，情報を整理し，今後の防疫に資する．

　　　　　　座長　迫田　義博　先生（北海道大）
　　　　　　　講演
　　　　　　　　 1 ．近年の国内外でのHPAIの発生状況
　　　　　　　　　　　内田　裕子　先生（農研機構動物衛生研究部門）
　　　　　　　　 2 ．養鶏場および鶏舎への野生小動物侵入状況
　　　　　　　　　　　山口　剛士　先生（鳥取大学農学部）
　　　　　　　　 3 ．希少種保護と家畜衛生の両立への取り組み
　　　　　　　　　　　小澤　真　先生（鹿児島大学共同獣医学部）
　　　　　　　　　　　─休憩─
　　　　　　　　 4 ．渡り鳥によるウイルスの持ち込み状況を踏まえたHPAI発生リスクマップ作成について
　　　　　　　　　　　大沼　学　先生（国立環境研究所）
　　　　　　　　 5 ．HPAI発生の影響による経済損失
　　　　　　　　　　　蒔田　浩平　先生（酪農学園大学獣医学群）

　　　　　　　総合討論

　　　通常総会　2023年 7 月 1 日（土）　17：00〜17：30　リモート開催
　　　　　・�・�2022年度事業報告及び収支決算報告並びに監査報告について
　　　　　・�・�2023年度事業計画（案）及び収支予算（案）について

　 2 ．第98回大会および家畜衛生フォーラム2023　　 9 ：30〜対面開催
　　　　　日　時：2023年12月 8 日（金）
　　　　　場　所：Meiji�Seikaファルマ（株）本社講堂　東京都中央区京橋 2 − 4 −16
　　　　　主　催：日本家畜衛生学会
　　　　　共　催：（一財）生物科学安全研究所
　　　　　後　援：農林水産省（予定）
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　　　　　協　力：動物用抗菌剤研究会
　　　　　・・研究発表会　 9 ：30〜12：00
　　　　　・・家畜衛生フォーラム2023　13：00〜17：00
　　　　　　テーマ：「薬剤耐性菌〜人・畜産・水産・環境〜」

　　　　　　�概要説明：2015年 5 月にWHO総会で薬剤耐性（AMR）に関するグローバル・アクションプラン（GAP）
が採択された．このGAPはAMR問題に取り組むための枠組みを示したものである．WHOのGAP策
定の背景には，AMR問題に対する危機感がある．AMR問題の解決には，医療分野，動物分野や環境
分野等の垣根を越えた取り組み（ワンヘルス・アプローチ）が必要である．日本では厚生労働省，農林
水産省など関係省庁が連携し，2016年 4 月にAMR対策アクションプラン2016−2020が作成された．本
フォーラムでは，各領域でのAMRについて実情，課題について整理し，対策の方向性を探り，その解
決に資することを目的とする．

　　　　　　13：00〜13：10　開会の挨拶
　　　　　　13：10〜17：00　講演
　　　　　　　司会：学術企画委員長
　　　　　　　座長：小林　創太　先生（農研機構動物衛生研究部門），伊藤　貢　先生（あかばね動物病院）
　　　　　　　　基調講演
　　　　　　　　　 1 ．JANIS（院内感染対　策サーベイランス）〜次期アクションプラン
　　　　　　　　　　　　菅井　基行　先生（国立感染症研究所薬剤耐性研究センター）
　　　　　　　　　 2 ．JVARM（動物由来薬剤耐性菌モニタリング〜次期アクションプラン
　　　　　　　　　　　　平岡　ゆかり　先生（農林水産省動物医薬品検査所）（含小動物臨床での現状）
　　　　　　　　　　休憩
　　　　　　　　分野別講演
　　　　　　　　　 1 ．養豚現場での薬剤耐性の現状と課題，解決策について
　　　　　　　　　　　　玉村　雪乃　先生（農研機構動物衛生研究部門）
　　　　　　　　　 2 ．養鶏現場での薬剤耐性の現状と課題，解決策について
　　　　　　　　　　　　内田　幸治　先生（元ファイザー（株））
　　　　　　　　　 3 ．水産分野での薬剤耐性の現状と課題，解決策について
　　　　　　　　　　　　古下　学　先生（国研水産研究・教育機構　水産大学校）
　　　　　　　　　 4 ．畜産環境での薬剤耐性の現状と課題，解決策について
　　　　　　　　　　　　渡部　真文　先生，グルゲ　キールティ　シリ　先生（農研機構動物衛生研究部門）
　　　　　　　　総合討論

　　　　　　17：00〜17：15　優秀発表者の表彰

　 3 ．理事会開催予定
　　　第 1 回　2023年 4 月13日（木）　メールによる持ち回り
　　　第 2 回　2023年 5 月13日（土）　ウェブ会議
　　　第 3 回　2023年10月28日（土）　ウェブ会議
　　　第 4 回　2024年 3 月16日（土）　ウェブ会議

　 4 ．家畜衛生学雑誌　編集計画
　　　2023年度　家畜衛生学雑誌（第49巻）発行計画

巻　号 発行予定 内　　容
49− 1 2023年 6 月 原著数編（未定），第97回大会講演要旨
49− 2 2023年 9 月 原著数編（未定）
49− 3 2023年12月 原著数編（未定），フォーラム2023・第98回大会講演要旨
49− 4 2024年 3 月 原著数編（未定），総目次
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＊常設委員会（2023～2025）
　　編 集 委 員 会 （○は委員長）
　　○長井　　髙井　　福士　　福田　　宮﨑　　羽賀　　北崎

　　学術企画委員会 （○は委員長）
　　○末吉　　伊藤　　杉浦　　河合　　田中　　上塚　　髙橋　　千葉　　北崎　　英

　　HP 管理委員会 （○は委員長）
　　○菊　　樋口　　村上　　大滝　　権平

　 5 ．学会創立50周年記念事業　実行委員会の設立
　　　実行委員長：樋口豪紀，　副実行委員長：各常設委員会委員長
　　　実行委員：常設委員会委員
　　　　　特別企画号（2024.12）　祝賀会（フォーラム終了後，別会場で）
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Ⅱ　2023年度収支予算（案）
〈一般会計〉
　収入の部� （単位：円）

項　　目 2022年度 2023年度 差　額 備　考

一般会費 734,000 680,000 ▲54,000 正会員136名分

賛助会費 850,000 850,000 0 17件

広告掲載料 413,600 413,600 0

雑収入 682,550 680,000 ▲2,550 フォーラム共催費および参加費，大会参加費など

団体購読 136,000 120,000 ▲16,000 団体購読15件

前年度繰越金 1,300,488 1,954,793 654,305

計 4,116,638 4,698,393 581,755

　支出の部� （単位：円）

項　　目 2022年度 2023年度 差　額 備　考

印刷費 1,516,179 1,600,000 83,821 「家畜衛生学雑誌」 4 号分発行，雑誌発送代

会議費 0 0 0

事業運営費 253,474 300,000 46,526 講師謝金，アルバイト，フォーラム開催費など

通信運送費 61,603 70,000 8,397 案内葉書代，請求書送付代，フォーラムポスター送料など

事務経費 95,920 100,000 4,080 事務用品，インターネット回線使用料等

事務局人件費 234,669 250,000 15,331

役員交通費 0 0 0

予備費 0 2,378,393 2,378,393

計 2,161,845 4,698,393 2,536,548

〈特別会計〉
　収入の部� （単位：円）

項　　目 2022年度 2023年度 差　額 備　考

雑収入 8 8 0 受取利子

前年度繰越金 912,129 912,137 8

計 912,137 912,145 8

　支出の部
項　　目 2022年度 2023年度 差　額 備　考

受賞講演者旅費等 0 0 0

計 0 0 0
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第 3 号議案　会則の一部改正について

日本家畜衛生学会会則一部改正案　新旧対照表

現　　行 改　正　案

第一章　（総則）
（略）
第 2 条
学会の事務局は，理事長の所属する機関におき，学会
の住所は事務局所在地とする．

（略）

第三章　（役員，役員会および委員会）
（略）
第11条

（略）
任期は 2 年とし，再任を妨げない．なお，若干名の顧
問を置くことができる．

（略）

第一章　（総則）
（略）
第 2 条
学会の事務局は，理事長の所属する機関におき，学会
の住所は事務局所在地とする．
事務局は，事務局長，事務局員で構成する．

（略）

第三章　（役員，役員会および委員会）
（略）
第11条

（略）
1 ．理事は理事長が委嘱し，総会の承認を受ける．
2 ．�理事は理事会を組織し，理事長を補佐し，学会の

運営に関して第 4 条の事項を行う．
3 ．�理事の任期は 2 年とする．但し，再任は妨げな

い．また任期中に異動等の理由により，理事長が
理事の改選が必要と認めた場合は，理事会で協議
し改選することができる．

（略）

委員会
第15条
1 ．�理事長は第 4 条の事業を達成するため常設の編集

委員会，学術企画委員会および広報委員会を設置
する．

2 ．�委員会の委員は，原則として理事長が理事の中か
ら指名する．但し，理事会が必要と認めた場合に
は会員の中から指名することができる．

3 ．�委員会の委員長は，委員の互選により選出し，理
事長が指名する．

（略）

委員会
第15条
1 ．�理事長は第 4 条の事業を達成するため常設の編集

委員会，学術企画委員会および広報委員会を設置
する．

2 ．�委員会の委員は，原則として理事長が理事の中か
ら指名する．但し，理事会が必要と認めた場合に
は会員の中から指名することができる．

3 ．�委員会の委員長は，委員の互選により選出し，理
事長が指名する．

4 ．�その他学会運営企画のための運営委員会を設置す
る．運営委員会は理事長，副理事長，事務局およ
び常設委員会の委員長で構成する．

（略）
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現　　行 改　正　案

附　則
（略）
（13）　�この会則は2022年 6 月20日に改正し，同日に施

行する．

附　則
（略）
（13）　�この会則は2022年 6 月20日に改正し，同日に施

行する．
（14）　�この会則は2023年 7 月 1 日に改正し，同日に施

行する．
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第 4 号議案　名誉会員・役員の承認について

名誉会員・理事名簿（2023〜2025）

名 誉 会 員

　飯塚　三喜 前東京農工大学 　白井　淳資 前東京農工大学
　押田　敏雄 前麻布大学 　永幡　肇 前岡山理科大学

　柿市　徳英 前日本獣医生命科学大学 　山城　富男 前科学飼料研究所

　倉田　一明 前日本生物科学研究所

理事・監事

　伊藤　博哉 農研機構動物衛生研究部門 ＊竹中　昭雄 （一社）日本科学飼料協会

　上塚　浩司 茨城大学 　田中　信行 農水省動物衛生課
　大角　貴幸 全農家畜衛生研究所 　田中　良和 日本獣医生命科学大学

△大滝　忠利 日本大学 　千葉　裕代 北海道渡島家畜保健衛生所

　大友　浩幸 農水省動物検疫所 　長井　誠 麻布大学

◎河合　一洋 麻布大学 　野末　柴央 群馬県家畜衛生研究所

　菊　佳男 酪農学園大学 　羽賀　清典 （一財）畜産環境整備機構

　北崎　宏平 福岡県農林総合試験場 　英　俊征 神奈川県県央家畜保健衛生所

　桑原　正貴 東京大学 ＊林　智人 日本全薬工業（株）中央研究所

　権平　智 酪農学園大学 ○樋口　豪紀 酪農学園大学

　坂田　亮一 明治大学 　廣瀬　和彦 明治アニマルヘルス（株）

　迫田　義博 北海道大学 　福士　秀人 岐阜大学

　荻窪　恭明 農水省動物医薬品検査所 　福田　昌治 埼玉県農業技術研究センター

　末吉　益雄 宮崎大学 　藤井　武 ゾエティス・ジャパン（株）

　杉浦　勝明 （一財）日本生物科学研究所 　藤井　勇紀 茨城県県北家畜保健衛生所

　髙井　伸二 北里大学 　宮﨑　茂 （一財）生物科学安全研究所

　高木　道浩 農研機構動物衛生研究部門 　村上　裕信 麻布大学

　髙橋　俊彦 酪農学園大学 　山本　修 長野県松本家畜保健衛生所
〔五十音順〕

〈変更個所は太字表示〉　　◎：理事長　　○：副理事長　　＊：監事　　△：事務局長

〔2023年現在〕
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賛助会員名簿

MSDアニマルヘルス（株） 日本ハム（株）

エランコジャパン（株） 日本全薬工業（株）

（株）科学飼料研究所 （株）微生物化学研究所

共立製薬（株） フジタ製薬（株）

士別三協（株） プリマハム（株）

住化エンバイロメンタルサイエンス（株） ベーリンガーインゲルハイムアニマルヘルス（株）

ゾエティス・ジャパン（株） 明治アニマルヘルス（株）

東亜薬品工業（株） （株）メディプラス製薬

（一財）日本生物科学研究所 〔五十音順〕〔2023年 5 月現在〕
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③　 「日本家畜衛生学会第98回大会」および 
「家畜衛生フォーラム2023」の開催について

「日本家畜衛生学会第98回大会」および「家畜衛生フォーラム2023」を次の通り開催します．員の皆様のご参加を
賜りますようお願い申し上げます．尚，詳細につきましては学会ホームページ（https://www.kachiku-eisei.jp/）に
て随時お知らせしてまいります．

【開催概要】
日　時：2023年12月 8 日（金）　 9 ：30〜17：20
場　所：Meiji�Seikaファルマ（株）本社講堂　東京都中央区京橋 2 − 4 −16
共　催：（一財）生物科学安全研究所
後　援：農林水産省
協　力：動物用抗菌剤研究会
参加費：正会員・賛助会員3,000円，非会員6,000円，学生1,500円

【第98回大会】　 9 ：30～12：00
・・研究発表会

【家畜衛生フォーラム2023】　13：00～17：20
テーマ：「薬剤耐性菌〜人・畜産・水産・環境〜」
　13：00〜13：05　開会の挨拶（学会理事長，安全研理事長）
　13：05〜13：10　企画説明　学会学術企画委員長
座　長：�小林　創太　先生（農研機構動物衛生研究部門），伊藤　貢　先生（あかばね動物病院）

演　者：
　13：10〜14：10　《基調講演》
　　　 1 ．JANIS（院内感染対　策サーベイランス〜次期アクションプラン）
　　　　　　　菅井　基行　先生（国立感染症研究所薬剤耐性研究センター）
　　　 2 ．JVARM（動物由来薬剤耐性菌モニタリング〜次期アクションプラン）
　　　　　　　平岡　ゆかり　先生（農林水産省動物医薬品検査所）

　　　休憩

　14：20〜16：20　《分野別講演》
　　　 1 ．養豚現場での薬剤耐性の現状と課題，解決策について
　　　　　　　玉村　雪乃　先生（農研機構動物衛生研究部門）
　　　 2 ．養鶏現場での薬剤耐性の現状と課題，解決策について
　　　　　　　内田　幸治　先生（元ファイザー（株））
　　　 3 ．水産分野での薬剤耐性の現状と課題，解決策について
　　　　　　　古下　学　先生（国研水産研究・教育機構　水産大学校）
　　　 4 ．畜産環境での薬剤耐性の現状と課題，解決策について
　　　　　　　渡部　真文　先生，グルゲ　キールティ　シリ　先生（農研機構動物衛生研究部門）

　16：25〜17：05　総合討論
　17：00〜17：15　優秀発表者の表彰
　17：15〜17：20　閉会の挨拶（学会副理事長）

　18：30〜　　　　意見交換会（参加費4,500円）
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〈家畜衛生フォーラム2023のねらい〉
2015年 5 月にWHO総会で薬剤耐性（AMR）に関するグローバル・アクションプラン（GAP）が採択された．こ

のGAPはAMR問題に取り組むための枠組みを示したものである．WHOのGAP策定の背景には，AMR問題に対す
る危機感がある．AMR問題の解決には，医療分野，動物分野や環境分野等の垣根を越えた取り組み（ワンヘルス・
アプローチ）が必要である．日本では厚生労働省，農林水産省など関係省庁が連携し，2016年 4 月に「AMR対策ア
クションプラン2016−2020」が作成され，引き続き本年 5 月に「AMR対策アクションプラン2023−2027」が策定さ
れた．本フォーラムでは，各領域でのAMRについて実情，課題について整理し，対策の方向性を探り，その解決に
資することを目的とする．

【参加方法】
・・学会ホームページ（https://www.kachiku-eisei.jp/）より事前にご登録頂き，ご参加ください．
・・登録期間：11月 8 日（水）まで

第98回大会　研究発表演題募集
第98回大会での発表演題を募集しています．発表ご希望の方は，学会ホームページ（https://www.kachiku-

eisei.jp/）にてご登録頂き，要旨をA4判 2 頁1,000〜1,300字程度（図表含む）で作成の上，学会事務局（k-eisei@
azabu-u.ac.jp）までご提出ください．

・・対象者：発表者または共同研究者が本学会員の方
・・エントリー期日：10月10日（火）まで
・・発表要旨提出期限：2023年10月25日（水）まで
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「家畜衛生学雑誌」投稿規程

1 ．�本誌には原則として，家畜衛生に関する原著論文，
短報，総説（刷り上がり 4 頁以下のミニレビューを
含む），技術資料を掲載する．なお，原稿は編集委
員会事務局へ電子メール添付（PDFファイル）で
提出する．印刷原稿 3 部（うち 2 部は鮮明なコピー
でもよい）の書留郵便あるいはレターパックによる
提出も可とする．

2 ．�投稿にあたり，論文掲載までの対応を行う連絡著者
（コレスポンディングオーサー）は，投稿原稿が他
誌にすでに掲載あるいは投稿中ではないこと，著者
全員が投稿論文の内容及び掲載に同意していること
を記載した文書（カバーレター）を提出すること．

3 ．�筆頭著者あるいは連絡著者は本学会会員であること
が望ましいが，投稿の要件とはしない．

4 ．�掲載論文は原著論文，短報，総説（刷り上がり 4 頁
以下のミニレビューを含む），技術資料とする．

5 ．�全ての投稿論文は編集委員及び複数の審査員が審査
し，編集委員長が掲載の採否を決定する．

6 ．�投稿論文は和文または英文とし，次の指示（記述順
序など）に従うこと．
1 ）� 論文原稿は別に定める注意に従って作成するこ

と．用紙サイズはA4とし，和文の場合は30字
で25行程度，英文の場合はダブルスペース（70
字で25行程度）とする．原稿本文の左側に行番
号を表記すること．

2 ）� 和文の場合も句読点は，「 ，」，「 ．」を用いる
こと．

3 ）� 論文原稿は第 1 ページに表題，著者名，所属機
関名およびその所在地を和文と英文で記載する
とともに，連絡著者とその電子メールアドレス
を記載する．また，和文の場合は20字，英文の
場合は40字以内の略表題（running�head）を
記載する．

4 ）�原著論文の構成は原則として，Summary（本文
が和文の場合も英語），序文（Introduction），
材料および方法（Materials�and�Methods），結
果（Results），考察（Discussion），引用文献

（References），要旨（本文が和文であっても英
文であっても，和文の要旨）とする．ただし，
謝辞は，別項目を設けず，本文の最後に 1 行の
空白をとった後に記載する．

5 ）英文Summaryは250語以内，和文要旨は600字
以内とし，それぞれの最後の行に 5 つ以内の
Key�words（キーワード）をつける．

6 ）� 英語論文および和文論文の英文Summaryは，
投稿前にしかるべき校閲を受けること．

7 ）� 原著論文で刷り上り 8 頁（30文字×25行＝750
文字で，図表を含めて16枚程度）までは，印刷
費を本学会で負担する．ただし，超過ページに
ついては，その費用を著者の負担とする．な
お，総説についてはこの限りではない．また，
カラーや特殊な用紙での印刷は，その費用を著
者の負担とする．

8 ）� 使用する動植物・微生物などの学名はイタリッ
ク体で表記する．

9 ）� 度量衡の単位，略記はSI単位系を基本とし，
以下の例に従う．

［例］� �m，cm，mm，µm，nm，kg，g，mg，µg，
ng，L，mL，µL，nL，M，mM，µM，％，
cm2，m3，hr，min，sec，℃，pH，Pa（血圧
はmmHg，生体内圧力はTorr）など．

10）� 表および図（写真を含む）は用紙 1 枚に 1 つと
し，個々に番号と表題を記入し，投稿原稿の最
後に添付する．

11）� 引用文献は下記の例にならって，アルファベッ
ト順にならべ，本文中では 1 ）， 3 − 6 ）のよ
うに上付き（superscript）で記入する．ただ
し，著者名は 3 名までとし， 4 人目以降は省略
し，「ら」，「et�al」で示す．

［例］
雑誌

1 ）� 内田孝治・藤井武・高山公一ら（1991）ブロ
イラーにおける実験的大腸菌症に対するラノ
フロキサシンの治療効果および用量設定試
験．家畜衛生研究会報．33，19−24．

2 ）� Oshida,�T.,�Fukuyasu,�T.,�Kohzaki,�K.,�et�al.�
(1993)�A�new�treatment�system�for�animal�
waste�water�using�microorganism,�soil�and�
vagetation.�Asian-Australasian� Journal� of�
Animal�Sciences.�6,�205-209.

電子ジャーナル

3 ）� Wilson,�D.J.,�Rood,�K.A.,�Bunnel,�J.,�et�al.�(2014)�
Johne’s� disease,�mycoplasma�and�BVD� in�
Utah-Bulk�tank�milk�testing�and�comparison�
to� previous� regional� prevalence� and�
individual�herd�results�over�time.�Journal�of�
Veterinary�Science�and�Technology.�5:182.�
doi:�10.4172/2157-7579.1000182.
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単行書

4 ）� 伊予部志津子（1980）薬剤耐性因子（R）の
検出法，薬剤感受性測定法．22−48頁．三橋
進編，講談社，東京．

5 ）� McDonrd,�P.�(1976)�Trends�in�silage�making,�
Microbiology� in�Agriculture,�Fisheries�and�
Food.�pp109-121.�Shinner,�F.A�and�Carr,�J.G.�
eds.�Acad.�Press,�London,�NY.

12）� 図はグラフィックソフトウェアで作成すること
が望ましい．手書きで作成する場合は，そのま
ま製版できるよう，白色紙または青色方眼紙に
タイプやレタリングなどにより作成する．

13）� 投稿原稿が受理（掲載決定）されたならば，著
者はすみやかに最終原稿の Microsoft�Word
ファイルを電子メールで提出すること．図につ
いては，グラフィックソフトウェアで作成した
ファイルも併せて提出する．

7 ．�短報は，その内容を成績および考察（Results�and�
Discussion）としてまとめ，要旨（Summary）は
英文では200字以内の和文，和文では100語以内の英
文をつける．原稿の長さは刷り上りで， 2 頁以内と
する，その他の規定については原著の場合に準じ
る．

8 ．�総説及び技術資料の構成については特に規定を設け
ないが，引用論文の記載法は原著論文の場合に準じ
ることとする．

9 ．�別刷り費用は著者の負担とするが，筆頭著者あるい
は連絡著者が本学会会員の場合は，50部に限り無料
とする．

10．�本誌の発行は原則として，年 4 回（ 4 月， 7 月，10
月および 1 月）とする．

11．�編集委員会事務局を下記に置く．
　　〒252−5201
　　　神奈川県相模原市中央区淵野辺 1 −17−71
　　　　麻布大学獣医学部伝染病学研究室内
　　　　　　日本家畜衛生学会編集委員会
　　　　　　Tel���042（769）1643
　　　　　　E-mail：jjah@azabu-u.ac.jp
12．本誌に掲載された論文の著作権は，日本家畜衛生学

会に帰属する．

附則
� 本規程は，2015年 1 月 1 日以降の投稿論文に適用する．
� 本規程は，2015年 7 月12日以降の投稿論文に適用する．
� 本規程は，2016年11月 5 日以降の投稿論文に適用する．
� 本規程は，2019年 7 月20日以降の投稿論文に適用する．

論文原稿を作成する上での注意

1 ）�執筆にあたり，投稿規定をもう一度，熟読すること．
2 ）� 各行の行末での強制改行をしないこと．
3 ）� 投稿論文が和文，英文のいずれの場合も数字，欧文

は全て 1 バイト文字（いわゆる半角）で入力するこ
と．ただし和文ではかっこ（　）は 2 バイト文字

（いわゆる全角）とする．「µ」（マイクロ）は半角
立体で入力すること．

4 ）� 投稿論文原稿はPDFファイルとして事務局まで電
子メールで提出すること．その際には必ずパスワー
ドロックし，パスワードは別メールで事務局まで連
絡すること．特段の理由がある場合は，印刷原稿 3
部（うち 2 部は鮮明なコピーでも可）を事務局まで
書留郵便あるいはレターパックで送付すること．

5 ）� 写真は印刷に耐えうる鮮明なものを使用すること．
6 ）�図は，Microsoft�PowerPoint，Excel，Adobe�Photoshop，�

Illustrator等のソフトウェアで作成するのが望ましい．
7 ）� 論文受理後の最終原稿は，Microsoft�Word（ある

いはMicrosoft�Word互換ソフトウェア）ファイル
として提出する．ただし，Microsoft�Word互換ソ
フトウェアを使用した場合は，Microsoft�Wordで
正しく表示されることを確認すること．グラフィッ
クソフトウェアで作成した図データは，jpeg，tiff
等の汎用フォーマットで提出する．

日本家畜衛生学会
編集委員会
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日本家畜衛生学会会則

第一章　（総　則）
第 1 条
1 ．�本学会は，日本家畜衛生学会（英文表記：The�

Japanese�Society�of�Animal�Hygiene）（以下，「学
会」とする．）と称する．

2 ．�本学会の設立年月日を2002年 7 月 6 日とする．

第 2 条
学会の事務局は，理事長の所属する機関におき，学会の
住所は事務局所在地とする．
事務局は，事務局長，事務局員で構成する．

第 3 条
学会は，家畜衛生とその関連領域における学究の向上を
図り，畜産の進歩発展に寄与することを目的とする．

第 4 条
学会は，前条の目的を達成するために，次の事業を行う．
1 ．研究発表会及び学術講演会等の開催
2 ．学会誌「家畜衛生学雑誌」の発行
3 ．学会の発展に貢献した者への表彰
4 ．その他学会の目的達成のために必要な事業

第二章　（会員および会費）
学会の構成員
第 5 条
学会の会員は正会員，賛助会員および名誉会員より構成
する．
1 ．正会員：学会の趣旨に賛同し，会費を納入した個人
2 ．�賛助会員：学会の趣旨に賛同し，その事業を援助す

るため，所定の会費を納入した個人又は団体
3 ．�名誉会員：学会に永年功労があり，総会において承

認された個人

第 6 条
会費は正会員にあっては年額5,000円，賛助会員にあっ
ては 1 口年額50,000円とし，毎年 7 月末日までに納入す
るものとする．

会員資格
第 7 条
学会の会員になろうとする者は，所定の手続を行い，定
められた会費を納入すること．

会員の義務
第 8 条
会員は本学会の会則に従い，本学会の運営に協力し，会
費を納入する義務を負う．

会員の退会・除名
第 9 条
退会を希望する会員は，理事長に退会する旨を届出るこ
と．

第10条
学会の名誉を傷つけたり，目的に反する行為があった場
合，または会費を 5 年分以上滞納した場合は除名とす
る．

第三章　（役員，役員会および委員会）
役員および役員会
第11条
本会に次の役員をおく．
　理事長　　　 1 名
　副理事長　　 1 名
　理事　　　適当名
　監事　　　　 2 名
1 ．理事は理事長が委嘱し，総会の承認を受ける．
2 ．�理事は理事会を組織し，理事長を補佐し，学会の運

営に関して第 4 条の事項を行う．
3 ．�理事の任期は 2 年とする．但し，再任は妨げない．

また任期中に異動等の理由により，理事長が理事の
改選が必要と認めた場合は，理事会で協議し改選す
ることができる．

第12条
1 ．理事長は，常務理事の互選により選出する．
2 ．理事長は，学会を代表し，会務を総理する．
3 ．�監事は理事の互選により選出し，総会において承認

を受ける．
4 ．監事は会務と会計を監査する．

第13条
1 ．�理事長及び副理事長は，理事の互選により選出する．
2 ．�理事長は，学会を代表し，会務を総理する．
3 ．�副理事長は理事長を補佐し，理事長に事故ある時は

その職務を代行する．
4 ．�理事長は，理事の中から庶務・会計を担当する事務

局担当者（事務局長）を委嘱する．
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第14条
1 ．理事会は理事長が随時招集する．
2 ．�理事会は理事の過半数の出席をもって成立し，議事

は出席者の過半数をもって決定する．

委員会
第15条
1 ．�理事長は第 4 条の事業を達成するため常設の編集委

員会，学術企画委員会および広報委員会を設置す
る．

2 ．�委員会の委員は，原則として理事長が理事の中から
指名する．但し，理事会が必要と認めた場合には会
員の中から指名することができる．

3 ．�委員会の委員長は，委員の互選により選出し，理事
長が指名する．

4 ．�その他学会運営企画のための運営委員会を設置す
る．運営委員会は理事長，副理事長，事務局および
常設委員会の委員長で構成する．

第四章　（総　会）
第16条
通常総会は毎年 1 回，理事長が招集する．

第17条
理事長が必要と認めた場合は，臨時総会を招集すること
ができる．

第18条
総会では次の事項を議決する．
1 ．事業計画および事業報告に関する事項
2 ．予算および決算に関する事項
3 ．会則の改正に関する事項
4 ．その他，学会の目的を達成するために必要な事項

第五章　（会　計）
第19条
学会の経費は会費その他の収入をもって，これにあてる．

第20条
会計年度は 4 月 1 日より，翌年 3 月31日までとする．

附　則
（ 1 ）　�この会則は平成14年 7 月 6 日より施行する．
（ 2 ）　�学会設立時の役員は家畜衛生研究会（以下「研究

会」と略す）の役員が，暫定的に就任することと
し，理事長は研究会の会長が，常務理事は研究会
の幹事が，理事は研究会の評議員が，監事は研究
会の監事がそれぞれ就任する．

（ 3 ）　�この会則は平成15年 7 月 5 日に改正し，同日に施
行する．

（ 4 ）　�この会則は平成16年 7 月 3 日に改正し，同日に施
行する．

（ 5 ）　�この会則は平成17年 7 月 2 日に改正し，同日に施
行する．

（ 6 ）　�この会則は平成21年 7 月 4 日に改正し，同日に施
行する．

（ 7 ）　�この会則は平成23年 7 月 2 日に改正し，同日に施
行する．

（ 8 ）　�この会則は平成27年 7 月11日に改正し，同日に施
行する．ただし，平成27年度の会費は4,000円と
し，平成28年度から会費を5,000円とする．

（ 9 ）　�この会則は平成28年 7 月 9 日に改正し，同日に施
行する．

（10）　�この会則は2019年 7 月20日に改正し，同日に施行
する．

（11）　�この会則は2020年 6 月30日に改正し，同日に施行
する．

（12）　�この会則は2021年 6 月26日に改正し，同日に施行
する．

（13）　�この会則は2022年 6 月20日に改正し，同日に施行
する．

（14）　�この会則は2023年 7 月 1 日に改正し，同日に施行
する．
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協賛企業一覧
日本家畜衛生学会は以下の企業からの協賛を受けております．ここに記して謝意を表します（五十音順）．

MSDアニマルヘルス（株） （一財）日本生物科学研究所
エランコジャパン（株） 日本ハム（株）

（株）科学飼料研究所 日本全薬工業（株）
共立製薬（株） （株）微生物化学研究所
明治アニマルヘルス（株） フジタ製薬（株）
士別三協（株） プリマハム（株）
住化エンバイロメンタルサイエンス（株） ベーリンガーインゲルハイムアニマルヘルス（株）
ゾエティス・ジャパン（株） （株）メディプラス製薬
東亜薬品工業（株） 〔2023年 7 月現在〕
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発　　行� 日本家畜衛生学会　　理事長　河合一洋
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� 　麻布大学獣医学部獣医学科　獣医衛生学研究室内
� 　　☎／FAX：042−850−2508
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� 　　e-mail：k-eisei@azabu-u.ac.jp
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日本家畜衛生学会入会のすすめ

The Japanese Society of Animal Hygiene

　日本家畜衛生学会家畜衛生ͱͦのؔ࿈ྖҬにお͚Δ学ज़のަྲྀΛ
ਤΓɺ畜࢈のਐาൃలにد༩͢Δ͜ͱΛ目తͱ͠た学会Ͱ͢ɻ

〈主な活動〉

　・７月　優秀論文賞講演・家畜衛生シンポジウム・

　　　　　教育講演など

　・12月　研究発表会・家畜衛生フォーラム

　　　これまでの主なテーマ「狂犬病」、「口蹄疫」、

　　　「鳥インフルエンザ」、「BSE」、「家畜ふん尿」など

　・年４冊の機関誌「家畜衛生学雑誌」の発行

　・学会賞の授与

年会費 5,000円

御請求戴ければ、見本誌を贈呈します!! HPで活動内容がご覧になれます!!（日本家畜衛生で検索）

日 本 家 畜 衛 生 学 会
〒252-5201　神奈川県相模原市中央区淵野辺1-17-71

麻布大学獣医学部獣医学科　獣医衛生学研究室内

TEL ／ FAX：042－850－2508

https://www.kachiku-eisei.jp/
e-mail：k-eisei@azabu-u.ac.jp
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